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1. はじめに 

1.1 研究背景 

本来、聴児は生まれてから様々な音や言葉を聴い

て育ち、言葉の使い方を覚えてゆく。しかし、聴覚

障がい児は音声情報としての日本語のインプットが

十分に行われず、一般的な聴児より日本語文法や語

彙の習熟が、しばしば困難である。さらに、障がい

の発生時期や環境により、障がいの程度はばらつき

があるため、文法能力にも差が表れる。また、聴覚

障がい者の多くが第一言語として使用するのが手話

である。そのような児童が日本語文法を学習する際

は、第二言語を習得するのに類似した困難が伴うこ

とが多い。 

しかし、文法能力は、社会生活の様々な場面で必

須であるため、聴覚障がい児童に日本語の文法能力

を身につけさせることは、彼らの生活にとって重要

である。それにもかかわらず前述したように日本語

文法を学ぶことはしばしば困難で、習熟度にも差が

あるため、聴覚障がい児童には特別な支援が必要で

ある。 

こうした背景から 2008 年度から東京都立大塚ろ

う学校と協力し、聴覚障がい児童向けの日本語文法

学習支援教材を開発するプロジェクトを遂行してい

る。2012 年度は先行研究を踏まえ、PC 教材と新

たにスマートフォンをターゲットとした文法学習支

援教材の開発を行う。携帯端末はコミュニケーショ

ンツールのひとつとして多くの聴覚障がい者に利用

されているため、携帯端末上で学習の機会を増加さ

せることで、文法理解をさらに促進させることが可

能であると考えた。 

1.2 大塚ろう学校における日本語教育の試み 

1.2.1 J.coss 

本研究の協力校の都立大塚ろう学校は、J.coss と

いう日本語の理解度を測るテストを行っている。

J.coss とは日本女子大学式日本語版文法理解テスト

のことである[1]。大塚ろう学校は、このテストによ

り、それぞれの聴覚障がい児童の苦手な文法項目の

抽出や習熟度の変化を把握し、文法教育に役立てて

いる。 

1.2.2 江副文法 

大塚ろう学校は、視覚情報による文法解説の方 

 

 

 

 

 

 

法として、江副文法を取り入れている。江副文法と

は、新宿日本語学校校長である江副隆秀氏が日本語

を学ぶ外国人向けに提案した文法指導の手法である
[2]。 

図 1 のように、品詞ごとに色や形を定義し、視

覚化したものである。視覚的なアプローチが特徴で、

目で見て品詞の種類の違いについて理解を促すもの

である。目から日本語文法の情報が説明されるため、

聴覚障がい児にとって有効な教授法であると考えら

れる。 

  
図 1 江副文法 品詞カード 

2．研究概要 

2.1 先行研究の概要 

1.1 で述べたように本研究は、2008 年度から先

行研究を継続して行っている[3][4]。以下にそれらの

概略を記す。 

先行研究では、e ラーニングの反復しやすさや視

覚に特化しやすい点に着目し、J.coss において、聴

児と比べ成績が低い日本語文法を学習項目とした学

習支援 eラーニング教材の開発を行った。評価は大

塚ろう学校小学部の児童を対象に行った。 

教材は視覚から文の意味を理解できるようアニメ

ーショや江副文法を取り入れている。教材の機能は、

レベルごとに合格点を設け、達しなければ次のレベ

ルの問題に進めない学習ペース管理機能と、教材で

取得した得点のグラフ化機能、児童の解答履歴を閲

覧できる学習履歴保存機能を実装した。 

検証の結果、教材は、対象とした学習項目のほと

んどに対して J.coss の得点上昇がみられ、一定の

効果が確認された。しかし、進行形、受動文、授受

文では明確な効果は確認できなかった。また、格助

詞は「を」を対象として制作されていたため、「で」

「に」等の他の格助詞は網羅されていなかった。さ

らに、学習環境が PC のある所に限定される点や学

習履歴が閲覧可能なだけで、各児童の達成度に応じ

た問題配信等に利用されていなかった点も課題とし

て残された。 

2.2 研究目的 

本年度は、格助詞と授受文の PC 教材に加え、

様々な場所で学習できるようスマートフォン教材の

制作を行う。スマートフォン向けに、PC 教材の解
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答履歴から得た児童の達成度と適応的な問題配信を

連携させ児童の不得意な問題を配信できる学習者レ

ベル適応問題配信システムを開発する。本研究では、

これらの PC 教材と復習用スマートフォン教材の有

効性の検証を最終目的とする。 

3.  教材内容 

学習項目は、先行研究で、網羅的に扱えなかった

「格助詞」と学習効果が確認できなかった「授受文」

を対象とする。 

教材は先行研究と同様、聴覚障がい児童の視覚的

理解の支援のため、手話による操作説明、アニメー

ションや江副文法等などを活用する。また、機能は、

先行研究で開発した学習ペース管理機能と、教材の

点数のグラフ化機能、児童の解答履歴閲覧機能に加

え、先行研究で開発していない学習者レベル適応問

題配信システムを実装する。 

3.2  PC教材 

問題の種類は、アニメーションを選択する形式

(図 2 左) 、ボタンで格助詞や動詞を選択する形式

(図 2 右)、名詞や動詞等をドラッグ＆ドロップする

形式(図 3 左)、文章を選択する形式(図 3 右)の 4 種

類がある。 

  
図 2 PC教材 授受文レベル 1(左)レベル 3(右) 

  
図 3 PC教材 格助詞レベル 3(左) レベル 4(右) 

3.3  スマートフォン教材 

 スマートフォンは、それぞれの文法項目でレベル

3 まである。問題形式は、ボタンで正しい格助詞や

動詞を選択する形式(図 4 左)や正しい文章を選択す

る形式(図 4右)がある。 

     
図 4 スマートフォン教材 

格助詞レベル 1(左)授受文レベル 2(右) 

3.4 学習者レベル適応問題配信システム 

この教材は、PC とスマートフォンを利用し学習

する。その学習の中で不正解であった問題の情報を

データベースに蓄積する。スマートフォンで学習す

る際に、蓄積したデータから、不正解であった問題

の格助詞や動詞を使用した問題を配信する。その問

題に対し誤答し続ける限り、同様の格助詞や動詞を

使用した問題をスマートフォン教材に配信する(図

5)。 

 
図 5学習者レベル適応問題配信システムの仕組み 

 格助詞と授受文の問題は、それぞれ用法ごとに分

類し系列化を行った。スマートフォン教材では、す

べての用法で合格点を取らなければ次のレベルに進

むことができない。また、すべての用法で落第点を

取ると、一つ下のレベルに下げ、易しいレベルを学

習し直す。 

5.  評価方法 

本教材の評価にあたっては、大塚ろう学校小学部

の児童を対象に本教材を配信し、2013 年の 1 月 15

日から、約 10 日間で学習してもらう。利用期間の

前後で、事前テストと事後テストとして、J.coss と

動詞テストを実施し、学習結果の比較を行う。 

上記以外に PC 教材については、教材内で取得さ

れた各問題の得点も含めた、事前事後の学習結果を

比較し教材の有効性を検証する。 

スマートフォン教材については、使用した児童と

未使用の児童の学習結果を比較し、有効性を検証す

る。 

ユーザビリティの評価については教員･児童･保護

者のアンケートを実施し、主観評価を取得する。 

本研究の結果や今後の課題については、講演時に

報告する。 
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